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平成 19 年 11 月 20 日 
各   位 

 
会 社 名 モ リ シ タ 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長 森下  茂 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 ３５９４） 
問合せ先 
役職・氏名 取締役経理部長 本澤 久信 

電 話 ０６－６２６２－１３０８ 
 

 
営業外費用及び特別損失の発生並びに平成 20 年 2月期中間期および通期業績予想の修正に関するお知らせ  
 
最近の業績の動向を踏まえ、平成 19 年 5 月 25 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修

正いたします。あわせて営業外費用及び特別損失の発生を下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．営業外費用及び特別損失の発生及びその内容 
（1）営業外費用について 

当社の仕入につきまして、その大半が海外からの仕入となっているため、常に為替変動リスクに
晒されており、そのリスクをヘッジする目的の為替予約契約に基づくもので、当中間期においてデ
リバティブ評価損失 1,127 百万円を営業外費用として計上いたしました。 

 
（2）特別損失について 

当中間期において内規に基づき計算された前事業年度末までの負担相当額を役員退職慰労引当
金繰入として 303 百万円を特別損失として計上いたしました。 

 
２．業績予想の修正 
（1）平成 20 年 2 月期中間期業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1日～平成 19 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり 
中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 4,800 260 380 200 39 円 05 銭

今回修正予想（Ｂ） 4,363 56 △941 △1,246 △244 円 66 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △437 △204 △1,321 △1,446 △283 円 71 銭

増減率 △9.1％ △78.5％ ― ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 19年 3月期中間期） 

4,692 248 867 492 

(注)１株当たり中間純利益の算出にあたり、自己株式を除く 5,093,715 株を使用 
 
（2）平成 20 年 2 月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1日～平成 20 年 2 月 20 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 9,300 460 560 320 62 円 48 銭

今回修正予想（Ｂ） 8,800 300 400 60 11 円 78 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △500 △160 △160 △260 △51 円 43 銭

増減率 △5.4％ △34.8％ △28.6％ △81.3％ 

（ご参考）前期実績 
（平成 19 年 3 月期） 

9,128 300 162 58 11 円 33 銭

(注)１株当たり中間純利益の算出にあたり、自己株式を除く 5,093,715 株を使用 
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３．修正理由 

中間期の売上高につきましては、春夏と続いた天候不順による売上が低調に推移したため、前年
度より販売を開始したディズニー・キャラクター製品は堅調に推移いたしましたが、当初の予想を
補うには至らず当初の予想を下回る見込みであります。 
営業利益は、原材料価格の上昇、売上不振に伴う利益の減少等により当初予想 260 百万円に対し

56 百万円（204 百万円減少）となる見込みであります。 
経常利益は、デリバティブ評価損失 1,127 百万円の計上等により当初予想 380 百万円に対し経常

損失 941 百万円（1,321 百万円減少）となる見込みであります。 
当期純利益は、役員退職慰労引当金繰入 303 百万円の計上により当初予想 200 百万円に対し当期

純損失 1,246 百万円（1,446 百万円減少）となる見込みであります。 
通期業績予想を修正する理由と致しましては、中間期修正に伴うものであります。 

 
※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる
可能性があります。 

以 上 


